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回復・復旧を実感している 8 54 82 10 1 155
5.2% 34.8% 52.9% 6.5% 0.6% 100.0%
やや回復・復旧を実感している 4 96 94 7 1 202
2.0% 47.5% 46.5% 3.5% 0.5% 100.0%
どちらともいえない 9 68 38 3 － 118
7.6% 57.6% 32.2% 2.5% － 100.0%
あまり回復・復旧を実感していない 14 90 24 － 1 129
10.9% 69.8% 18.6% － 0.8% 100.0%
回復・復旧を実感していない 22 34 3 － － 59
37.3% 57.6% 5.1% － － 100.0%
合計 57 342 241 20 3 663





































地域の復興感：名取市全体 － 0.322 ＊＊＊
年齢 0.159 ＊＊＊
行政による復興活動評価：宮城県 0.154 ＊＊＊
人的被害 : ５．友人、知人に死者が出た － 0.153 ＊＊＊
努力観 0.123 ＊＊
R2 乗 0.239 ＊＊＊







復興感 地域の復興感 名取市沿岸部 1:まったく進んでいない〜 5:すでに復興した
名取市全体 1:まったく進んでいない〜 5:すでに復興した
宮城県 1:まったく進んでいない〜 5:すでに復興した
行政による復興活動評価 国の復興活動評価 1: 評価する〜 4：評価しない
宮城県の復興活動評価 1: 評価する〜 4：評価しない
名取市の復興活動評価 1: 評価する〜 4：評価しない
名取市沿岸部復興への関心 1: 非常に関心がある〜 4:まったく関心がない
復興の進め方 1:じっくり市民の意見を聞く〜 4：スピーディに
属性 年齢 実数
性別 1: 男性　0: 女性
最終学歴 1:中学校〜 5: 大学院
世帯年収 1:100 万円未満〜 6:1000 万円以上
浸水域居住 1: 浸水域　0: 非浸水域




社会意識 公平感 1: 公平だ〜 4：公平でない
自己責任論 1: 賛成だ〜 4：反対だ
努力観 1: 努力は報われる〜 4: 努力は報われない
行政機関への信頼 国 1: 信頼している〜 4：信頼していない
宮城県 1: 信頼している〜 4：信頼していない




















地域の復興感 : 宮城県 0.328 ＊＊＊
地域の復興感 : 名取市の津波被災地 0.301 ＊＊＊
行政による復興活動評価 : 名取市 － 0.300 ＊＊＊ － 0.469 ＊＊＊
自身の生活の回復・復旧感 － 0.162 ＊＊＊ － 0.244 ＊＊＊
人的被害：５．友人、知人に死者が出た － 0.111 ＊＊＊ － 0.123 ＊＊＊




R2 乗 0.549 ＊＊＊ 0.378 ＊＊＊
調整済み R2 乗 0.540 0.369
Ｎ＝ 355 Ｎ＝ 356
















































































































ⅲ	 2010年国勢調査において、不詳を除く 20歳以上の名取市全体の年齢階層は、20歳代 14.1％、30歳代
18.8％、40歳代17.2％、50歳代17.1％、60歳代15.3％、70歳以上17.5％となっている。単純に比較はでき
ないが、本調査対象者は若年層の割合が低く、高齢層の割合が高い構成になっていることが推測される。
ⅳ	 なお、本稿で分析する700名のうち、2011年以降に名取市内の現小学校区に居住するようになった人が
15.4％（108名）含まれており、そのうち震災の影響で居住するようになった人は43.8％（46名）である。
さらにそのうち84.8％（37名）が住宅の被害を受けている（うち26名は「全壊・流出」）。ただし、本調査
では前住地をたずねていないので、以降の分析において、震災時には名取市民ではなく、どこで被災を経
験したかを把握することができない層が含まれていることに注意が必要である。
ⅴ	「浸水域」は名取市内において浸水した閖上・下増田・美田園地区を、「非浸水域」は不明等を除くそれ以
外の地区を指す。
